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【縦覧用】  
平成２３年４月２５日、第２８回中標津町農業委員会総会を、中標津町議事堂において開催、

農業委員を招集する。 
 
       本日出席した委員 

１番   本 田  信  幸 
２番   清 原 賢 一 
３番   太 田   誠 
４番   國 見 正 則 
５番   久 保 伸 一 
６番   本 田 芳 明 
７番   小 沼  悟 
８番   佐々木 邦 夫 
９番   山 本  清 
１０番   片 野  博 
１１番   赤波江 利 夫 
１２番   重 松 秀 光                  
１３番   纓 坂 尚 久 
１４番   金 刺 健四郎 
１５番   松 本 幸 男 
１６番   安  田    稔 
１７番   戸 田 重 勝 
１８番   藤  原  勝  一 
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附議した案件 
議案第１０３号 農地法第３条の規定による許可申請について 
議案第１０４号 農地法第４条の規定による許可申請について 
議案第１０５号 農地法第５条の規定による許可申請について 
議案第１０６号 現況証明願いについて 
議案第１０７号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定に 

ついて 
議案第１０８号 町長の権限に属する事務の一部の事務委任について 
議案第１０９号 農地法第３条第２項第５号の規定による農業委員会が定める別段の面積（下 

限面積）について 
報告第 ２７号 農業経営改善計画認定について 
 
 
 
本日出席した職員 
      事 務 局 長   原 田 武 志 
            農地係長･庶務係長   若 森 修 二 
            農  地  主  査     吉 田 佳 弘 

係      本 間 光 代 
 

 

                （開 会   １３時３０分） 
 
議   長     定刻になりました。 

ただ今の出席委員は１８名でございます。 
定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 
ただ今から第２８回中標津町農業委員会総会を開会致します。 
本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 
議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 

日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 

会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致し
ます。 

６番   本 田 芳 明 委員 
７番   小 沼  悟  委員 
以上、２名を指名いたします。 

日程２、会務報告を事務局長から報告いたします。 

事務局長 

 
事務局長  ３月２３日の総会以降につきまして会務報告をいたします。 

項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 

最初は、北海道農業会議第７５回総会および平成２２年度全道農業委員会会長・事

務局長会議が３月２５日札幌市で開催され、会長と事務局長が出席しております。 
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総会では平成２２年度の収支補正予算、平成２２年度職員退職給与積立金会計収支

補正予算、平成２３年度事業計画並びに収支予算等について審議され、全会一致で決

定されました。 

引き続き会長・事務局長会議が開催され、「農業委員会の適正な事務実施について」

の改正概要の説明と今後の農業政策等に関し、「ＴＰＰ交渉への対応について」、「Ｗ

ＴＯ農業交渉・日豪ＥＰＡ交渉における適切な国際規律の確立」、「農地政策の充実強

化」、「担い手の育成と支援の強化」等について本道農業委員会組織としての要望・意

見をとりまとめ、本道選出国会議員に対し要請活動を行なっていくことを確認しまし

た。また、「ＴＰＰ及び日豪ＥＰＡ等に関する要請決議」が提起され、決定したところ

であります。 

次に、平成２３年度根室地方農業委員会連合会定期総会前の地方連会長、副会長に

よる役員会が４月１３日中標津町役場で行なわれております。会長、事務局長が出席

しております。 

次に平成２３年度根室地方農業委員会連合会定期総会、平成２３年度根室地方農業

者年金協議会総会並びに平成２３年度第１回地区別農業委員会会長・事務局長会議が

４月１８日標津町で開催され、会長、会長代理、事務局長が出席しております。 

根室地方農業委員会連合会定期総会では、平成２２年度の事業報告及び決算報告、

平成２３年度の事業計画及び予算を審議し決定したところであります。また、農業委

員統一選挙に伴う北海道農業会議役員選考検討委員会の委員として栗栖地方連会長を

選出いたしたところであります。 

根室地方農業者年金協議会総会では平成２２年度の事業報告及び決算報告、平成２

３年度の事業計画及び予算を審議し決定したところであります。 

北海道農業会議が主催の地区別農業委員会会長・事務局長会議は、農業会議の岡本

副会長、乾部長、幡野調査役が出席し行なわれ、平成２４年度農業・農業委員会関係

予算並びに政策要望に向けた検討では、５月２６日開催の全国農業委員会会長大会に

合わせ、北海道選出国会議員に対する陳情要請集会が開催されることから、「今後の農

業政策等に関する要望」が協議され、東日本大震災復興対策について、ＴＰＰ交渉へ

の対応について、ＷＴＯ農業交渉、日豪ＥＰＡ交渉における適切な国際規律の確立、

農地政策の充実強化、担い手の育成と支援対策の強化、農業経営安定対策の確立、農

業委員会系統組織体制の強化と関係予算の確保などについて要望していくこを確認し

ております。つづけて、平成２３年度北海道農業会議事業推進の重点事項、第２１回

農業委員統一選挙の実施、農業者年金の加入推進、農業委員会系統組織の情報提供活

動の取組みと全国農業新聞の普及推進について説明を受け協議したところであります。 

最後に、第３２回家族協定調印式を４月２２日に開催し、平成２２年度に後継者へ

経営移譲した五つのご家族にお集まりいただき、経営移譲後の家族間における協定内

容について確認をし、農業委員会会長、農協組合長、地区担当農業委員の立会いのも

と調印を行ないました。来賓として、中標津町長、普及センター北根室所長の御臨席

を頂き、挨拶をいただいたところであります。農業委員の皆様にも御忙しい中、ご出

席いただきました。 

以上会務報告といたします。 

 

議  長  以上で会務報告を終わります。 
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日程３、議案第１０３号「農地法第３条の規定による許可申請について」を上程い

たします。 

（１）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。 
（挙手あり） 纓坂委員 

 
纓坂委員  １３番纓坂です。 

議案第１０３号「農地法第３条の規定による許可申請について」(１) についてご説
明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
貸 主 中標津町字協和          ○ ○ ○ ○   歳 農業 
借 主 中標津町字協和５８４６番地５   ○ ○ ○ ○   歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 

字豊岡 ７３９９ 牧場 畑 ５，９４３ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主 後継者へ再度使用貸借する。 
 借 主 再度使用貸借を受けて農業経営を継続する。 
４．移転の方法    利用権の設定（使用貸借） 
５．当事者の経営状況 

 
 
 
 
 
 

６．見取図 別紙 
 
 

この案件につきましては、○○○○氏が後継者である○○氏に経営移譲している農

地を使用貸借期間満了のため再設定するもので、別添の調査書のとおり農地法第３条

第２項の各号には該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 
      よって本案は原案のとおり、可決されました。 

日程４、議案第１０４号｢農地法第４条の規定による許可申請について｣を上程致し

ます。 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

８人 ５人 ８０１，８６７ １，４７８ ８０３，３４５ ２５４ 
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（１）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。 
（挙手あり） 金刺委員 

 
金刺委員  １４番金刺です。 

議案第１０４号｢農地法第４条の規定による許可申請について｣（１）について説明

いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  申請人 中標津町字西竹９４９番地４       ○ ○ ○ ○  
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

字西竹 ６０８－２ 畑 畑 50,415の内 
１７，１００  

３．許可を受けようとする事由  砂利・黒墨・土 採取の為 
４．転 用 期 間   平成２３年５月１８日から平成２４年５月１７日 
５．採 取 量   砂利 ８，６３０㎥ ・ 黒墨 １６，８６９㎥ ・ 土 １８，６９６㎥ 
６．最 大 切 深      １３．０ｍ 
７．見 取 図   別 紙 
 
 

この案件につきましては、砂利・黒墨・土採取のため申請があったものであります。 
○○氏の４条申請による砂利等採取については、平成７年度より計画的に採取事業

を実施しているところであり、採取計画が終了することにより一団で利用しやすい農

地として利用可能になることで、転用は止むを得ないものと判断いたしました。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかりいたします。 
本案は原案のとおり、北海道知事宛送付することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員      異議なし 
 
議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、送付いたします。 

日程５、議案第１０５号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣を上程致し

ます。 
（１）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。 
（挙手あり） 小沼委員 

 
小沼委員  ７番小沼です。 

議案第１０５号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣（１）について説明
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いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字武佐南８線西３番地      ○ ○ ○ ○  
貸 主 中標津町字俵橋１６線４４番地７７     ○ ○ ○ ○  

  借 主 標津町南 6条西 1丁目 1番１２‐２号   東○ ○ ○ ○  
      代表取締役 土 谷  敦 
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地 番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 所 有 者 

字武佐南８線西 ２－１ 畑 畑 4,919の内 
２，４８２ 児島 政春 

〃 ２－２ 原野 〃 17,412の内 
８，０６１ 〃 

字武佐 １６９５ 〃 〃 4,592の内 
３６７ 草野 政道 

計 ３ 筆  畑 １０，９１０  
３．許可を受けようとする事由  砂利・黒墨 採取のため 
４．転用の期間   平成２３年５月２０日から平成２４年５月１９日まで 
５．権利の種類   賃貸借権 
６．採 取 量   砂利 ４，６３３㎥ ・ 黒墨 ３，８４２㎥ 
７．最 大 切 深   ８．０ｍ 
８．見 取 図   別 紙 
 
 

この案件につきましては、砂利・黒墨採取のため申請があったものであります。 
この申請地については、平成２２年の採取地に隣接した農地であり、今回の５条申

請面積については１０，９１０㎡となっております。 
資源採取のための一時転用であり、採取後においては平坦な一団の農地として利用

可能になることから、転用は止むを得ないものと判断いたしました。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（２）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。 
（挙手あり） 本田信幸委員 

 
本田信委員  １番本田です。 

上程になりました議案第１０５号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣

（２）について説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字養老牛３７１番地１      ○ ○ ○ ○    
  借 主 中標津町東２０条北５丁目３番地     有○ ○ ○ ○    
                           代表取締役 菅 野  智 
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２．許可を受けようとする土地の表示 
地  目 

所  在 地  番 
公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

字養老牛 ２１９－１ 畑 畑 61,079の内 
１９，９５３  

３．許可を受けようとする事由  砂・土 採取のため 
４．転用の期間   平成２３年６月１日から平成２４年５月３１日まで 
５．権利の種類   賃貸借権 
６．採 取 量   砂 １８，２７９㎥ ・ 土 ６５，２８６㎥ 
７．最 大 切 深   １０．４ｍ 
８．見 取 図   別 紙 
 
 

この案件につきましては、砂・土採取のため申請があったものです。 
今回の申請に先立ち、採取方法など協議を重ね３月２５日には、申請地において農

地委員会、第６地区推進班、採取業者を交え現地確認をしました。 
総合的に判断した結果、当該地は２０ｍ以上の高低差がある起伏が激しいところで

あり、作業効率の悪い農地であります。 
一時転用の完了後には一定勾配で整地されることから、うねりや急勾配も解消され、

作業効率や安全面からも優良な農地に復元されるものであり、転用は止むを得ないも

のと判断いたしました。 
農地委員会の時にも土についての議論がありましたが、本件については表土ではな

く砂利の混ざった土と判断し、止むを得ないものと判断いたしました。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかりいたします。 
本案は原案のとおり、北海道知事宛送付することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員      異議なし 
 
議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、送付いたします。 

日程６、議案第１０６号「現況証明願いについて」を上程いたします。 

ここで、会議規則第１６条の規定により、○○委員の退席をお願い致します。 
（○○委員、退席） 
（１）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。 
（挙手あり） 金刺委員 

 
金刺委員  １４番金刺です。 

議案第１０６号「現況証明願いについて」(１) について説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 
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（ １ ） 
１．申請人の住所、氏名 
    中標津町南中１７番地６     ○ ○ ○ ○   
２．土地の表示 
所在 地 番 公 簿 現 況 面 積 ㎡ 利用状況 
南中 １７－１６ 畑 農地・採草 放牧地以外 ２，３０１ 雑種地 
〃 １７－１７ 〃 〃 １，１６３ 〃 
〃 １７－１８ 〃 〃 ３，０９６ 〃 
〃 １７－１９ 〃 〃 １，００９ 〃 

３．申請の理由 
  地目変更登記のため 
４．見取図 別 紙 
 
 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 
当該地は約２１町の１筆地となっている農地を、宅地までの道路用地、施設用地と

して使用している雑種地と今後、後継者住宅の建設により宅地となる予定地として１

７の１７を分筆し、地目を整理するものであります。 

もともと農業用施設用地として利用されていたところで、農地・採草放牧地以外の

土地であると判断したものです。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 
      よって本案は原案のとおり、可決されました。 

（○○委員、着席） 
○○委員に申し上げます。 
本案は原案のとおり、可決されました。 
日程７、議案第１０７号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利

用集積計画の決定について」を上程致します。 
（１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。  
（挙手あり） 小沼委員 

 
小沼委員  ７番小沼です。 

議案第１０７号（１）（２）について説明いたします。 
なお、貸主が同一のため、一括して説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 
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（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋１２９１番地１   ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町字俵橋６５０番地３    ○ ○ ○ ○   歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 
面  積（㎡） 利用状況 

字俵橋 １２６１－１ 畑 畑 １０３，４９０ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     ３６０，０００円 
７．資金調達方法    自己資金  ３６０，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

５人 ４人 １，２９９，９２８ ６０，４７９ １，３６０，４０７ ７８ 

９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋１２９１番地１  ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町字俵橋１４２５番地１  ○ ○ ○ ○   

代表取締役 工 藤 賢 司 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 
面  積（㎡） 利用状況 

字俵橋 １３６７－１ 畑 畑 ３２，４５５ 牧草畑 
〃 １３６７－２ 山林 〃 １６，３１８ 〃 

計 ２ 筆  畑 ４８，７７３  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     １８０，０００円 
７．資金調達方法    自己資金  １８０，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 構
成
員 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

２人 ２人 １，２４２，１４８ ２８，７８５ １，２７０，９３３ ２９０ 

９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 

この２件の案件につきましては、賃貸借の契約期間満了に伴い再設定するものであ

ります。 
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別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるとものと判断いたしました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（３）から（７）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。  
（挙手あり） 國見委員 

 
國見委員  ４番國見です。 

議案第１０７号（３）から（７）についてご説明致します。 
なお、貸主が同一のため、一括して説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町りんどう町１７番地３   ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町北中１７番地８０     ○ ○ ○ ○   歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
りんどう町 １７－１０ 畑 畑 ９３，８７４ 牧草畑 
〃 １７－１１ 原野 〃 ６，５６７ 〃 

計 ２ 筆  畑 １００，４４１  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     ３５５，５００円 
７．資金調達方法    自己資金  ３５５，５００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

４人 ３人 １，０７７，８５９  １，０７７，８５９ １７９ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 
（ ４ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町りんどう町１７番地３   ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町字俣落８２９番地２    ○ ○ ○ ○   歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
りんどう町 １６－１１ 原野 畑 ４９，９８１ 牧草畑 
〃 １６－７ 畑 〃 １０９，３４０ 〃 
〃 １６－９ 原野 〃 ３０，５０４ 〃 



 11 

りんどう町 １６－８ 山林 畑 ６，９９０ 牧草畑 
計 ４ 筆  畑 １９６，８１５  

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     ７５９，３００円 
７．資金調達方法    自己資金  ７５９，３００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

９人 ４人 １，０９８，４２１ ８６，８６２ １，１８５，２８３ ２４４ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 
（ ５ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町りんどう町１７番地３   ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町字開陽２４線北５９番地  ○ ○ ○ ○   歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
りんどう町 １６－１０ 畑 畑 ４８，２２７ 牧草畑 

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     １９２，０００円 
７．資金調達方法    自己資金  １９２，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 
農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

７人 ４人 ９９９，２１５ １３，１１１ １，０１２，３２６ １３７ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 
（ ６ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町りんどう町１７番地３   ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町りんどう町１３番地１０  ○ ○ ○ ○   歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

りんどう町 １８－１７ 畑 畑 47,127の内 
２７，１２０ 牧草畑 

〃 １８－８ 原野 〃 ４７，８８０ 〃 
計 ２ 筆  畑 ７５，０００  

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 



 12 

４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     ２７７，５００円 
７．資金調達方法    自己資金  ２７７，５００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

４人 ４人 ５３６，１２３ ２，０２３ ５３８，１４６ ８１ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 
（ ７ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町りんどう町１７番地３   ○ ○ ○ ○   歳 無職 
  借 主 中標津町字西竹３７８番地１４   ○ ○ ○ ○    

代表取締役 木 村 正 巳 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 
りんどう町 １２－３ 原野 畑 ３２，９５８ 牧草畑 
〃 １７－７ 〃 〃 ３３，４２２ 〃 
〃 １７－６ 〃 〃 ３３，１８７ 〃 
〃 １８－１６ 畑 〃 ３４，１１４ 〃 
〃 １２－２ 〃 〃 １，９８３ 〃 
〃 １２－４ 〃 〃 １，９２９ 〃 
〃 １７－３０ 〃 〃 5,758の内 

３，９７４ 〃 
〃 １７－５ 原野 〃 ３０，９９５ 〃 

計 ８ 筆  畑 １７２，５６２  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの。 
  借 主  期間満了により再設定するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年５月１日から平成２８年４月３０日まで 
６．価 格       年     ６１１，４００円 
７．資金調達方法    自己資金  ６１１，４００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 構
成
員 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

３人 ３人 １，５０８，４９７ ２６，３１７ １，５３４，８１４ ３７８ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別紙 
 
 

これら５件の案件につきましては、賃貸借の契約期間満了に伴い再設定するもので

あり、別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ているとものと判断いたしました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（３）から（７）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
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なければ質疑を打ち切ります。 
（８）と（９）について、地区推進班から議案の朗読及び説明願います。  
（挙手あり） 金刺委員 

 
金刺委員  １４番金刺です。 

上程になりました、議案第１０７号（８）（９）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
 （ ８ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字豊岡２２０番地７    ○ ○ ○ ○    

代表取締役 竹 村 富 夫 
  譲受人 中標津町字協和５８４６番地５   ○ ○ ○ ○   歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

字豊岡 ４４４２－１ 畑 畑 ９８，４９０ 牧草畑 
〃 ４０８６－３ 〃 〃 １６，４８４ 〃 
〃 ４０８６－１ 牧場 採草放牧地 １０，２４１ 採草放牧地 
〃 ４０８６－４ 畑 畑 ５，０６３ 牧草畑 
〃 ５８３９－４ 〃 〃 ６，４１３ 〃 

畑 １２６，４５０  
計５筆  １３６，６９１㎡ 

採草放牧地 １０，２４１  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  集積を図る為、近隣農家に譲渡するもの。 
  譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容 所有権の移転 
５．価格                 ９，５６１，０００円 
６．資金調達方法    農家経済改善資金 ９，５００，０００円 

自己資金        ６１，０００円 
７．譲受人の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 
農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

８人 ５人 ９２８，３１７ １１，７１９ ９４０，０３６ ２５８ 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別紙 
 
 

この案件につきましては、○○○○から近隣農地の集積を図るため、譲渡のあっせ

んの申出が出されましたので、地区内にてあっせん協議をした結果、近隣農家の○○

氏に譲渡するものであります。 
別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるとものと判断いたしました。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ９ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字協和４４３１番地５   ○ ○ ○ ○   歳 会社員 
  譲受人 中標津町字豊岡２２０番地７    ○ ○ ○ ○    

代表取締役 竹 村 富 夫 
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２．土地の表示 
地  目 

所  在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

字豊岡 ５８４１－１ 原野 採草放牧地 ２３，４０８ 採草放牧地 
〃 ５８４１－６ 畑 畑 ６，４１３ 牧草畑 
〃 ５８４１－７ 雑種地 〃 ４，８１１ 〃 

畑 １１，２２４  
計３筆  ３４，６３２㎡ 

採草放牧地 ２３，４０８  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  離農により、近隣農家に譲渡するもの。 
  譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの。 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容 所有権の移転 
５．価格           ８６２，０００円 
６．資金調達方法  自己資金 ８６２，０００円 
７．譲受人の経営状況 

経 営 地 家 畜 構
成
員 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

２人 ２人 ９２５，６８４ ９９，０１３ １，０２４，６９７ １５３ 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別紙 
 
 

この案件につきましては、○○氏の離農に伴い、平成２１年度に保有合理化促進事

業により農地を整理したところ、障害物が存在していたため、事業から外されていた

農地であります。この度、障害物が撤去されたため、あっせん協議時の購入予定者で

あった○○○○に譲渡するものであります。 
別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるとものと判断いたしました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（８）と（９）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし 
 
議   長   ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程８、議案第１０８号「町長の権限に属する事務の一部の事務委任について」を

上程致します。 
提案内容を事務局から説明願います。 
（挙手あり）  事務局長 

 
事務局長  上程になりました、議案第１０８号「町長の権限に属する事務の一部の事務委任に
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ついて」ご説明申し上げます。 

地方自治法第１８０条の２の規定に基づく町長からの事務委任に対する同意につい

て承認を求めるものでございます。 

３３ページをお開きください。 

中標津町が設置した農業経営基盤強化促進法第１１条の９の規定に基づく農地利用

集積円滑化団体の事務の一部について農業委員会が事務委任を受けるものでございま

す。 

委任される事務は下記の内容でございます。 

中標津町の農地利用集積円滑化団体が行なう事業が、農地所有者代理事業でござい

ますので、賃貸借に関する事務となってございます。 

貸付農用地等の評価、貸付相手の選定等利用調整、及び利用集積の作成申し出に関

する事務でございます。 

以上で説明とさせていただきます。 

 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 
      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。 
本案は原案のとおり同意することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 
      よって本案は原案のとおり、承認されました。 

日程９、議案第１０９号「農地法第３条第２項第５号の規定による農業委員会が定

める別段の面積について」を上程致します。 
提案内容を事務局から説明願います。 
（挙手あり）  事務局長 

 
事務局長  上程になりました、議案第１０９号「農地法第３条第２項第５号の規定による農業

委員会が定める別段の面積について」ご説明申し上げます。 

農地法第３条第２項第５号の規定による農業委員会が定める別段の面積について承

認を求めるものでございます。 
３５ページをお開きください。 

中標津町農業委員会では、管内全域の農地取得に係る下限面積を農地法第３条第２

号第５項による面積とし、別段の面積は定めないものとするものでございます。 

従いまして、中標津町の下限面積は２haとなるものであります。 

設定の理由でございますが、町内の農業者の平均的経営面積が既に２ha以上となっ

ているためでございます。 

以上で提案理由の説明とさせていただきます。 

 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 
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      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 
      よって本案は原案のとおり、可決されました。 

日程１０、報告第２７号｢農業経営改善計画認定について｣を議題に供します。 
内容を事務局から報告願います。 
（挙手あり）  農地係長 

 
農地係長  報告第２７号「農業経営改善計画認定について」、事務局よりご報告致します。 

ページは、３７ページになります。 
今回については、平成２３年１月６日付～平成２３年３月２５日付で、認定のあっ

た者及び変更者ついて記載しておりますので、お目をとおして頂きたいと思います。 
再認定者１４名、計画認定変更者２名となっています。 
以上です。 

 

議  長  以上で報告を終わります。 
以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 
これをもちまして、第２８回中標津町農業委員会総会を閉会致します。 
ご苦労様でした。 

    
（閉会   １４時０３分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
 
 
 
 
 
 
平成２３年４月２５日 
 
 
 
 
                  会  長                                       
 
 
                  ６ 番                                      
 
 
                  ７ 番                                      

 
 


